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菅並集落伝統的建造物群保存対策調査報告書

令和５年３月

滋賀県長浜市





序　文

　滋賀県の北部に位置する長浜市は、近畿・北陸・東海を結ぶ交通の要衝に位置しており、こ
の３地域を中心とした様々な文化の融合する地として古くから発展を遂げてきました。
　今回、調査を実施した長浜市余呉町菅並集落は、長浜市の北部に位置し、周辺は西部にある
標高 693 ｍの七々頭ケ岳と東部にある標高 1,132 ｍの横山岳といった高い山々に囲まれており、
中央部には滋賀県最北端の栃ノ木峠付近を源とする高時川が流れる谷筋に成立した山村集落で
す。現在も集落のほとんどが茅葺屋根を持つ民家が多く残り、今となってはとても珍しい景観
となっています。
　しかし、地域の過疎化や建物の老朽化の影響があり、居住される人の数も次第に減少に向かっ
ており、空き家の増加や住民の高齢化が深刻化するなか、当市では、地元住民や余呉地域づく
り協議会の協力のもと、令和元年度に「丹生谷文化財フェスタ」、令和２年度に「長浜市地域伝
統芸能大会 2020　長浜の祭りと芸能」、「観音の里・祈りとくらしの文化伝承会議　仏像特別拝
観　余呉町丹生谷の観音像とホトケ」を開催し、地域に活気を呼ぶ取組を実施しました。
　当市では、令和２年度から令和４年度の３か年にわたり、文化庁の補助のもと、長浜市余呉
町菅並集落の伝統的建造物群保存対策調査を実施しました。この調査を機に、地元住民と若い
世代との交流から、まちづくりを意識した動向もありました。
　また、現地調査と調査報告書の作成について、公立大学法人滋賀県立大学にご尽力いただき
ました。
　本報告書が住民の活動にとって良き指針となり、末永く大切にされることを願ってやみませ
ん。
　また、当市では本報告書の成果を活用し、菅並集落の町並みの保存や歴史を活用したまちづ
くりを住民のみなさまとともに進めていきたいと存じます。
　筆末となりますが、本調査の実施や報告書の作成にあたり、ご理解・ご協力いただきました
建物の所有者様、地域の方々、並びに関係機関に対しまして、厚くお礼申しあげます。
　今後とも一層のご指導とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

　令和５（2023）年３月

長浜市長　浅　見　宣　義



口絵１　南側上空から見た菅並集落（秋）（草野保徳氏撮影）

口絵３　菅並集落の余呉型民家外観（南西側から撮影）

口絵２　南側上空から見た菅並集落（冬）（草野保徳氏撮影）



口絵４　菅並集落の余呉型民家内部（土間側から座敷側を撮影）

口絵６　菅並集落内の水路を屋敷地に引きこんだ洗い場（北東側から撮影）

口絵５　菅並集落の余呉型民家の小屋組



例　言

１．�本書は、滋賀県長浜市余呉町菅並集落に所在する伝統的建造物群を対象に実施した保存対
策調査報告書である。

２．�事業は、長浜市市民協働部歴史遺産課が主体となり、令和２年度から令和４年度にかけて、
伝統的建造物群基盤強化事業（長浜市余呉町菅並集落伝統的建造物群保存対策調査事業）
として国庫補助を受け、公立大学法人滋賀県立大学に調査を委託し、実施した。

３．保存対策調査は、「菅並集落伝統的建造物群保存対策調査委員会」が主体となり実施した。

４．�本書は、「菅並集落伝統的建造物群保存対策調査委員会」の委員がそれぞれの調査をもとに
執筆し、編集は事務局（古山明日香、横山琢哉）が担当した。

５．�本書に使用した写真の大部分は本事業中に撮影したものであるが、撮影者や所有者がある
場合は、各写真の下に（）書きで明記した。（※個人所有のものは、個人蔵と示す。）

６．�本報告書に記載されている各建造物の図面は、特記のない限り、本調査で実測、作成した
ものである。縮尺は特記のない限り、1/200 である。

７．�本書の刊行にあたり、多くの関係機関のご指導・ご協力を賜った。また、調査や資料提供
にご協力をいただいた地域住民の方々・菅並自治会の方々に対し、深く謝意を申しあげる。

菅並集落伝統的建造物群保存対策調査委員会（五十音順・敬称略）
　公立大学法人滋賀県立大学：東幸代、石川慎治（座長）、市川秀之、髙田豊文、髙屋麻里子

　彦根景観フォーラム：濱﨑一志

　余呉地域づくり協議会：是洞尚武、前川和彦（副座長）

　株式会社ロハス長浜：山本茂樹

　地元委員：嵐辰夫、杉山靖、竹谷翼、前田一雄

　オブザーバー：文化庁文化財第二課伝統的建造物群部門、滋賀県文化スポーツ部文化財保護課

　事務局：長浜市市民協働部歴史遺産課

表紙　　菅並集落南側から見たかつての菅並集落（菅並自治会蔵）
裏表紙　現在の菅並集落の風景（集落北側）
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写真 3-4-14 主屋（015-1）　外観（東側）

写真 3-4-15 主屋（015-1）　付樋端

写真 3-4-16 土蔵（015-4）　外観（南東側）

写真 3-4-17 土蔵（015-4）　小屋組

写真 3-4-18 主屋（017-1）　外観（南側）

写真 3-4-19 主屋（017-1）　十字梁

写真 3-4-20 主屋（019-1）　外観（東側）

写真 3-4-21 主屋（019-1）　ニシノダイドコロ

写真 3-4-22 土蔵（019-3）　外観（南東側）

写真 3-4-23 土蔵（019-3）　小屋組

写真 3-4-24 主屋（020-1）　外観（南東側）

写真 3-4-25 主屋（020-1）　キャクマ

写真 3-4-26 土蔵（020-3）、隠居屋（020-4）　外観

（東側）

写真 3-4-27 土蔵（020-3）　小屋組

写真 3-4-28 倉庫（020-2）　小屋組

写真 3-4-29 主屋（024-3）　外観（南側）

写真 3-4-30 主屋（024-3）　ダイドコロ（東）

写真 3-4-31 隠居屋（025-1）　外観（東側）

写真 3-4-32 隠居屋（025-1）　十字梁

写真 3-4-33 主屋（026-1）　外観（南東側）

写真 3-4-34 主屋（026-1）　小屋組

写真 3-4-35 主屋（027-1）　外観（南東側）

写真 3-4-36 主屋（027-1）　付樋端

写真 3-4-37 主屋（028-1）　外観（南側）

写真 3-4-38 主屋（028-1）　トバコ

写真 3-4-39 主屋（029-1）　外観（南東側）

写真 3-4-40 主屋（029-1）　トバコ

写真 3-4-41 土蔵（029-2）　外観（南側）

写真 3-4-42 土蔵（029-2）　小屋組

写真 3-4-43 主屋（032-1）　外観（南東側）

写真 3-4-44 主屋（032-1）　ザシキ

写真 3-4-45 隠居屋（035-1）　外観（南東側）

写真 3-4-46 隠居屋（035-1）　小屋組

写真 3-4-47 主屋（036-1）　外観（西側）

写真 3-4-48 主屋（036-1）　土座上部

写真 3-4-49 主屋（042-1）　外観（南側）

写真 3-4-50 主屋（042-1）　ニワ上部

写真 3-4-51 土蔵（042-3）　外観（南側）

写真 3-4-52 土蔵（042-3）　柱の墨書

写真 3-4-53 貫にかかる下げ苧相当の針金材

写真 3-4-54 主屋（044-3）　外観（南側）

写真 3-4-55 主屋（044-3）　ザシキ

写真 3-4-56 土蔵（044-4）　外観（北側）

写真 3-4-57 土蔵（044-4）　壁面のゴザ目の竹菱木

写真 3-4-58 隠居屋（044-5）　外観（西側）

写真 3-4-59 隠居屋（044-5）　十字梁

写真 3-4-60 便所（044-2）　外観（北側）

写真 3-4-61 主屋（045-1）　外観（南側）

写真 3-4-62 主屋（045-1）　八角形の大黒柱

写真 3-4-63 倉庫（045-2）　外観（西側）

写真 3-4-64 水屋（045-3）　外観（北側）

写真 3-4-65 主屋（046-1）　外観（南側）

写真 3-4-66 主屋（046-1）　ニワ上部

写真 3-4-67 土蔵（046-3）　外観（西側）

写真 3-4-68 土蔵（046-3）　小屋組

写真 3-4-69 主屋（056-1）　外観（南東側）

写真 3-4-70 主屋（056-1）　大黒柱と十字梁

写真 3-4-71 旧杉山久男家住宅・主屋　外観（南側・

現存せず）

写真 3-4-72 旧杉山久男家住宅・主屋　三社床



写真 3-4-73 旧前田弥左衛門家住宅・主屋　外観（南側・

現存せず）

写真 3-4-74 旧前田弥左衛門家住宅・主屋　

ダイドコ上部

写真 3-4-75 東林寺・観音堂　外観（南東側）

写真 3-4-76 東林寺・観音堂　内部

写真 3-4-77 六所神社・本殿　外観（東側）

写真 3-4-78 六所神社・本殿　内部

写真 3-4-79 六所神社・鞘堂　外観（南西側）

写真 3-4-80 六所神社・鞘堂　内部

写真 3-4-81 六所神社・中門　外観（南側）

写真 3-4-82 六所神社・中門　軒裏

写真 3-4-83 六所神社・拝殿　外観（南西側）

写真 3-4-84 六所神社・拝殿　設計図

写真 3-4-85 六所神社・社務所　外観（南西側）

写真 3-4-86 六所神社・社務所　内部

写真 3-4-87 洞壽院・本堂　外観（南東側）

写真 3-4-88 洞壽院・本堂　内部

写真 3-4-89 「滋賀縣伊香郡菅並村曹洞宗塩谷山

洞壽院之景」（明治 29 年 8 月）

写真 3-4-90 洞壽院・土蔵　外観（南西側）

写真 3-4-91 洞壽院・土蔵　小屋組

写真 3-4-92 貫にかかる下げ苧相当の繊維材

写真 3-4-93 洞壽院・鐘楼　外観（東側）

写真 3-4-94 洞壽院・稲荷神社　外観（南側）

写真 3-4-95 洞壽院・山門　外観（東側）

写真 3-4-96 洞壽院・宝篋印塔（土蔵側）

写真 3-4-97 洞壽院・宝篋印塔（鐘楼側）

写真 3-5-1 『大字菅並家屋台帳』

写真 3-5-2 『家屋調査台帳』

写真 3-5-3 『家屋調査台帳』に描かれている

屋敷配置図

写真 3-6-1 ダンジュク

写真 3-6-2 愛宕の札場（菅並のケヤキ）

写真 3-6-3 阿弥陀堂の故地

写真 3-6-4 愛宕の札場

写真 3-6-5 集落内の洗い場（No.002）

写真 3-6-6 集落内の洗い場（No.003）

写真 3-6-7 野神祭り

写真 3-6-8 取水場所

写真 3-6-9 山沿いを流れる水路

写真 3-6-10 本堂横を流れる水路

写真 4-1-1 菅並集落南側から見たかつての菅並集落

の風景（菅並自治会蔵）

写真 4-1-2 かつての菅並集落の風景（個人蔵）

写真 4-1-3 かつての菅並集落の風景①（個人蔵）

写真 4-1-4 現在の菅並集落の風景①

写真 4-1-5 かつての菅並集落の風景②（個人蔵）

写真 4-1-6 現在の菅並集落の風景②

写真 4-1-7 かつての菅並集落の風景③（菅並自治会蔵）

写真 4-1-8 現在の菅並集落の風景③

写真 4-2-1 建造物（主屋）

写真 4-2-2 建造物（土蔵）

写真 4-2-3 建造物（隠居屋）

写真 4-2-4 建造物（社寺建築）

写真 4-2-5 工作物（ダンジュク）

写真 4-2-6 環境物件（樹木）

写真 4-2-7 その他（道路）

写真 4-2-8 その他（水路）

写真 4-2-9 その他（家並み）

写真 4-2-10 その他（水田）

写真 4-4-1 「芸術村 IN余呉」（妙理の里）

写真 4-4-2 小原籠

写真 4-4-3 城郭フォーラム（玄蕃尾城）

写真 4-4-4 洞壽院座禅体験



挿図目次

図1-4-1 丹生谷の範囲

図 2-1-1 菅並集落および周辺集落の位置

図 2-2-1 丹生谷周辺の遺跡地図（町別遺跡地図　

余呉町 S＝ 1/20000）

図 2-2-2 菅並集落小字図

図 2-2-3 江戸時代における（旧）余呉町領地区分図

図 2-2-4 享保６年（1721）の菅並村諸頭

図 3-1-1 菅並集落の建物分布図

図 3-1-2 主屋の屋根形状・屋根素材・入口の向き

図 3-1-3 妻入り・平入り

図 3-2-1 主屋：座敷・寝間方向分布図

図 3-2-2 菅並集落景観の断面モデル図（南側）

図 3-3-1 余呉型民家　平面模式図

（国指定重要文化財　旧宮地家住宅）

図 3-3-2 余呉型民家　断面模式図

（国指定重要文化財　旧宮地家住宅）

図 3-3-3 余呉型民家　構造模式図

（国指定重要文化財　旧宮地家住宅）

図 3-3-4 土蔵の小屋組の分類模式図

図 3-3-5 土蔵（029-2）構造模式図

図 3-3-6 洞壽院土蔵構造模式図

図 3-3-7 菅並集落の土蔵壁の模式図①

図 3-3-8 菅並集落の土蔵壁の模式図②

図 3-4-1 調査建物分布図

図 3-4-2 調査建物分布図（建築年代別）

図 3-4-3 No.002　配置図

図 3-4-4 主屋（002-1）　平面図

図 3-4-5 主屋（002-1）　断面図

図 3-4-6 No.003　配置図

図 3-4-7 主屋（003-1）　現状平面図

図 3-4-8 主屋（003-1）　復原平面図

図 3-4-9 主屋（003-1）　現状断面図

図 3-4-10 主屋（003-1）　復原断面図

図 3-4-11 土蔵＋隠居屋（003-2）　１階平面図

図 3-4-12 土蔵＋隠居屋（003-2）　２階平面図

図 3-4-13 土蔵＋隠居屋（003-2）　断面図

図 3-4-14 No.004　配置図

図 3-4-15 主屋（004-1）　１階平面図

図 3-4-16 主屋（004-1）　２階平面図

図 3-4-17 主屋（004-1）　断面図

図 3-4-18 隠居屋（004-2）　１階平面図

図 3-4-19 隠居屋（004-2）　２階平面図

図 3-4-20 隠居屋（004-2）　断面図

図 3-4-21 No.010　配置図

図 3-4-22 主屋（010-2）　平面図

図 3-4-23 主屋（010-2）　断面図

図 3-4-24 No.015　配置図

図 3-4-25 主屋（015-1）　平面図

図 3-4-26 主屋（015-1）　断面図

図 3-4-27 土蔵（015-4）　１階平面図

図 3-4-28 土蔵（015-4）　断面図

図 3-4-29 土蔵（015-4）　立面図（南側）

図 3-4-30 No.017　配置図

図 3-4-31 主屋（017-1）　現状平面図

図 3-4-32 主屋（017-1）　復原平面図

図 3-4-33 主屋（017-1）　断面図

図 3-4-34 No.019　配置図

図 3-4-35 主屋（019-1）　平面図

図 3-4-36 主屋（019-1）　梁間断面図

図 3-4-37 主屋（019-1）　桁行断面図

図 3-4-38 土蔵（019-3）　１階平面図

図 3-4-39 土蔵（019-3）　断面図

図 3-4-40 土蔵（019-3）　立面図（南側）

図 3-4-41 No.020　配置図

図 3-4-42 主屋（020-1）　平面図

図 3-4-43 主屋（020-1）　断面図

図 3-4-44 土蔵（020-3）　隠居屋（020-4）　１階平面図

図 3-4-45 土蔵（020-3）　断面図

図 3-4-46 倉庫（020-2）　平面図

図 3-4-47 倉庫（020-2）　断面図

図 3-4-48 No.24、No.25　配置図

図 3-4-49 主屋（024-3）　１階平面図

図 3-4-50 隠居屋（025-1）　１階平面図

図 3-4-51 隠居屋（025-1）　断面図



図 3-4-52 No.026　配置図

図 3-4-53 主屋（026-1）　１階平面図

図 3-4-54 主屋（026-1）　断面図

図 3-4-55 No.027　配置図

図 3-4-56 主屋（027-1）　１階平面図

図 3-4-57 主屋（027-1）　断面図

図 3-4-58 No.028　配置図

図 3-4-59 主屋（028-1）　平面図

図 3-4-60 主屋（028-1）　断面図

図 3-4-61 No.029　配置図

図 3-4-62 主屋（029-1）　平面図

図 3-4-63 主屋（029-1）　断面図

図 3-4-64 土蔵（029-2）　１階平面図

図 3-4-65 土蔵（029-2）　断面図

図 3-4-66 土蔵（029-2）　立面図（南側）

図 3-4-67 土蔵（029-2）　立面図（東側）

図 3-4-68 No.032　配置図

図 3-4-69 主屋（032-1）　平面図

図 3-4-70 主屋（032-1）　断面図

図 3-4-71 No.035　配置図

図 3-4-72 隠居屋（035-1）　平面図

図 3-4-73 隠居屋（035-1）　断面図

図 3-4-74 No.036　配置図

図 3-4-75 主屋（036-1）　平面図

図 3-4-76 主屋（036-1）　断面図

図 3-4-77 No.042　配置図

図 3-4-78 主屋（042-1）　現状平面図

図 3-4-79 主屋（042-1）　復原平面図

図 3-4-80 主屋（042-1）　断面図

図 3-4-81 土蔵（042-3）　１階平面図

図 3-4-82 土蔵（042-3）　２階平面図

図 3-4-83 土蔵（042-3）　断面図

図 3-4-84 土蔵（042-3）　立面図（北側）

図 3-4-85 土蔵（042-3）　立面図（西側）

図 3-4-86 No.044　配置図

図 3-4-87 主屋（044-3）　平面図

図 3-4-88 主屋（044-3）　断面図

図 3-4-89 土蔵（044-4）　１階平面図

図 3-4-90 隠居屋（044-5）　平面図

図 3-4-91 隠居屋（044-5）　断面図

図 3-4-92 便所（044-2）　平面図

図 3-4-93 No.045　配置図

図 3-4-94 主屋（045-1）　平面図

図 3-4-95 倉庫（045-2）　１階平面図

図 3-4-96 倉庫（045-2）　断面図

図 3-4-97 No.046　配置図

図 3-4-98 主屋（046-1）　平面図

図 3-4-99 主屋（046-1）　断面図

図 3-4-100 土蔵（046-3）　１階平面図

図 3-4-101 土蔵（046-3）　断面図

図 3-4-102 No.056　配置図

図 3-4-103 主屋（056-1）　平面図

図 3-4-104 主屋（056-1）　断面図

図 3-4-105 旧杉山久男家住宅・主屋　現状平面図

図 3-4-106 旧杉山久男家住宅・主屋　復原平面図

図 3-4-107 旧杉山久男家住宅・主屋　断面図

図 3-4-108 旧前田弥左衛門家住宅・主屋　平面図

図 3-4-109 東林寺　配置図

図 3-4-110 東林寺・観音堂　平面図

図 3-4-111 東林寺・観音堂　断面図

図 3-4-112 東林寺・観音堂　立面図（西側）

図 3-4-113 六所神社　配置図

図 3-4-114 六所神社・本殿＋鞘堂＋中門　平面図

図 3-4-115 六所神社・本殿＋鞘堂＋中門　断面図

図 3-4-116 六所神社・鞘堂　立面図（西側）

図 3-4-117 六所神社・拝殿　平面図

図 3-4-118 六所神社・拝殿　断面図

図 3-4-119 六所神社・拝殿　立面図（西側）

図 3-4-120 六所神社・社務所　平面図

図 3-4-121 六所神社・社務所　断面図

図 3-4-122 洞壽院　配置図

図 3-4-123 洞壽院・本堂　平面図

図 3-4-124 洞壽院・本堂　断面図

図 3-4-125 洞壽院・土蔵　１階平面図

図 3-4-126 洞壽院・土蔵　２階平面図

図 3-4-127 洞壽院・土蔵　断面図

図 3-4-128 洞壽院・鐘楼　平面図

図 3-4-129 洞壽院・鐘楼　断面図

図 3-4-130 洞壽院・稲荷神社　平面図

図 3-4-131 洞壽院・稲荷神社　断面図



図 3-4-132 洞壽院・山門　平面図

図 3-4-133 洞壽院・山門　断面図

図 3-4-134 上屋梁の幅と間取りの関係

図 3-4-135 主屋平面の編年表

図 3-4-136 主屋断面の編年表

図 3-4-137 菅並集落の主屋と隠居屋

図 3-4-138 菅並集落の民家構造の変化

図 3-5-1 菅並集落の屋敷配置モデル図

図 3-5-2 『家屋調査台帳』による菅並集落の

建物分布図

図 3-6-1 明治地籍図の住宅復元

図 3-6-2 宗教施設図

図 3-6-3 菅並集落内の水路図

図 3-6-4 洞壽院周辺の水路

図 4-3-1 昭和 57 年（1982）以降の柳ケ瀬での

最大積雪深

図 4-3-2 昭和 57 年（1982）以降の４～ 11 月間の

柳ケ瀬での降水量

図 4-3-3 ４棟の耐震診断結果の平均を反映した

余呉型民家の模式図（壁伏図）

図 4-3-4 菅並集落の周辺で大火を経験した集落

図 4-3-5 微地形区分図

図 4-4-1 伝統的建造物群保存地区制度のご案内

図 4-4-2 保存と活用のための支援


